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猛
烈
な
残
暑
が
続
い
て
紅
葉
の
出
来
具
合
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
協

会
と
し
て
の
企
画
を
竹
内
会
長
の
基
各
担
当
幹
事
が
い
ろ
い
ろ
ご
用
意
し
ま
し

た
。
是
非
記
事
を
ご
覧
頂
き
、
多
く
の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
、
参
加
人
数
に
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
希
望
の
企
画
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
10
月
に
も
立
山
の
室

堂
山
荘
２
泊
し
て
の
撮
影
会
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は

地
震
が
発
生
、
仙
台
の
客
が
地

震
を
連
れ
て
き
た
の
で
は
？
と

思
わ
れ
、
ま
た

雪
景
色
に
も
出

会
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
多

い
撮
影
会
で
し
た
。
早
く
に
雪

が
降
っ
た
為
綺
麗
な
紅
葉
に
出

会
え
ず
、
再
挑
戦
し
た
い
と
い

う
ご
要
望
が
あ
り
、
今
回
の
企

画
と
な
り
ま
し
た
。

（
撮
影
ポ
イ
ン
ト
）

称
名
の
滝

落
差
３
５
０
ｍ
あ

る
日
本
一
の
滝
を
撮
影
。
運
が

良
け
れ
ば
右
側
に
落
差
５
０
０

ｍ
の
ハ
ン
ノ
キ
滝
と
の
美
し
い

Ｖ
字
型
の
絶
景
を
撮
影
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

室
堂
平

標
高
３
０
０
０
ｍ
級

の
山
々
に
囲
ま
れ
た
立
山
室
堂

平
で
は
木
々
が
争
う
よ
う
に
、

黄
色
、
紅
色
、
橙
色
に
色
を
変

え
て
い
く
様
子
は
圧
巻
で
す
。

お
天
気
に
恵
ま
れ
れ
ば
朝
日
や

夕
日
の
撮
影
も
美
し
く
見
ら
れ

ま
す
。
又
夜
は
下
界
と
違
い
無

数
に
輝
く
星
空
撮
影
も
可
能
。

弥
陀
ヶ
原

標
高
１
６
０
０
ｍ

か
ら
２
０
０
０
ｍ
に
か
け
て
の

溶
岩
の
大
高
原
で
す
。
池
塘
群

や
高
層
湿
原
の
花
の
宝
庫
で

す
。
道
路
の
上
か
ら
や
木
道
を

歩
き
な
が
ら
撮
影
で
き
ま
す
。

旅
行
期
間

平
成
２
４
年

１
０
月
３
日
（
水
）
〜
５
日

（
金
）
２
泊
３
日

代
金

４
９
，
８
０
０
円

添
乗
員

同
行
な
し

募
集
人
員

３
５
名
（
最
少
催

行
人
員
３
０
名
）
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

食
事
条
件

朝
食
２
回
・

昼
食
１
回
・
夕
食
２
回

宿
泊
先

立
山
室
堂
山
荘

（
４
〜
６
名
１
室
）

標
高
２
４
５
０
ｍ
の
山
岳
リ
ゾ

ー
ト
に
連
泊
、
便
利
で
す

集
合
場
所

泉
区
役
所

駐
車
場

６
時
４
０
分

仙
台
駅
西
口

７
時
２
０
分

同
行
講
師

竹
内

正
・
丸
山

慎
一

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
２
―

２
１
１
ー
６
９
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２
―

７
２
３
―
４
６
７
２

営
業
時
間

09:

30
〜
17:

30

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
お
休

み
で
す
）

お
申
し
込
み
は
河
北
新
報
ト
ラ

ベ
ル
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す

-

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
案
内

平
成
２
４
年
度
第
２
回
協
会
企
画
撮
影
会

第
３
回
写
真
展

「
美
し
い
日
本
」
結
果
報
告

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

今
号
は
該
当
者
な
し
、
写
真
雑
誌

や
コ
ン
テ
ス
ト
に
上
位
入
賞
し
た

方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
仙
台
市

角
田

宗
夫

宮
城
県
岩
沼
市

今
野

芳
亮

宮
城
県
仙
台
市

星

達
也

宮
城
県
仙
台
市

名
久
井

馨

宮
城
県
石
巻
市

武
田

勍

宮
城
県
仙
台
市

氏
家

芳
雄

宮
城
県
富
谷
町

安
住

守

★
次
回
写
真
展
開
催
予
定

今
回
の
写
真
展
で
は
作
品
選

考
や
各
種
準
備
期
間
が
桜
の
花

の
撮
影
時
期
と
重
な
り
、
竹
内

会
長
他
幹
事
が
多
忙
を
極
め
ま

し
た
。
次
回
は
一
年
置
き
開
催

な
の
で
、
影
響
の
少
な
い
時
期

を
考
慮
し
た
結
果
、
２
０
１
４

年
９
月
中
旬
〜
下
旬
が
良
い
と

の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
で
、
２
０
１
３
年
４
月

中
が
使
用
申
込
期
間
と
な
り
ま

す
の
で
予
約
を
致
し
ま
す
。
会

員
皆
様
も
ご
準
備
願
い
ま
す
。

当
協
会
で
は
東
日
本
大
震
災

に
て
被
災
、
休
止
中
の
協
会
協

賛
撮
影
イ
ベ
ン
ト
で
会
員
の
受

講
生
も
多
い
、
太
平
洋
写
真
学

校
・
北
上
教
室
（
当
協
会
名
誉

顧
問
・
竹
内
敏
信
学
長
）
の
復

興
支
援
事
業
と
し
て
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま

し
た
。

3
月
11
日
の
地
震
に
伴
う
大

津
波
に
よ
り
、
石
巻
市
北
上
地

区
を
含
め
た
三
陸
沿
岸
地
域
一

帯
は
壊
滅
的
な
被
害
と
多
く
の

方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
そ
の
悲
し
み
を
乗
り

越
え
て
地
域
住
民
の
方
々
は
復

興
に
向
け
一
歩
一
歩
必
死
に
努

力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

13
回
を
数
え
た
同
イ
ベ
ン
ト
も

震
災
前
の
美
し
い
姿
に
戻
り
、

再
開
す
る
ま
で
ま
だ
時
間
を
要

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
少
し

で
も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
の

企
画
で
す
。
会
員
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

平
成
24
年
12
月

1
日
（
土
）
〜
2
日
（
日
）

一
泊
２
日

集
合
場
所

仙
台
駅
西
口
午
前
8
時

泉
区
役
所
裏
午
前
8
時
30
分

場
所

北
上
川
河
口
、
よ
し
原

と
海
岸
、
日
の
出
風
景
の
撮
影

と
写
真
ク
リ
ニ
ッ
ク
等

宿
泊
先

追
分
温
泉

募
集
人
数

30
名

会
費

２
４
，
０
０
０
円

（
バ
ス
、
宿
泊
代
、
セ
ミ
ナ

ー
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
含
）

講
師

清
水
哲
朗
・
竹
内

正

丸
山
真
一

申
込
み
先

エ
ー
ゼ
ッ
ト
・
フ

ォ
ト
（
協
会
事
務
局
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
２-

７
２
２-

３
７
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２-

７
２
２-
３
７
６
６

定
員
に
な
り
次
第
締
切

今
年
第
2
回
撮
影
実
習
セ
ミ

ナ
ー
を
春
に
引
き
続
き
紅
葉
の

台
原
森
林
公
園
で
開
催
し
ま
す

実
施
期
日

11
月
14
日
（
水
）

集
合
時
間

9
時
15
分

地
下
鉄
旭
ヶ
丘
駅
公
園
出
口

撮
影
地

台
原
森
林
公
園
・

仙
台
市
科
学
博
物
館
周
辺

参
加
費

３
，
０
０
０
円

（
会
場
費
、
昼
食
代
、
現
像

料
、
Ｐ
Ｃ
機
材
等
に
充
当
）

講
師

竹
内

正
会
長

募
集
人
員

２
０
名
（
フ
ィ
ル

ム
使
用
組
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

組
、
合
計
で
の
人
数
で
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

募
集
締
切

10
月
31
日
（
水
）

参
加
申
込
み
は
同
封
の
撮
影
実

習
セ
ミ
ナ
ー
案
内
用
紙
下
部
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
記
入

し
て
エ
ー
ゼ
ッ
ト
・
フ
ォ
ト

（
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２-

７
２
２-

３
７
６
６
撮
影
実
習

セ
ミ
ナ
ー
係
宛
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
な
い
方
は
電
話
で

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
２-

７
２
２

-

３
７
５
５
又
は
０
９
０-

５
５
９
４-

１
４
３
９
丸
山
）

お
申
込
み
下
さ
い
。

お
申
込
み
順
に
受
付
番
号
を

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

11
月
６
日
ま
で
に
「
撮
影
実
習

セ
ミ
ナ
ー
参
加
票
」
を
事
務
局

よ
り
送
付
致
し
ま
す
。

参
加
費
は
実
施
当
日
集
金

（
キ
ャ
ン
セ
ル
料
）

実
施
２
日
前
以
降
に
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
場
合
、
「
キ
ャ
ン
セ

ル
料
１
，
５
０
０
円
」
を
後
日

ご
請
求
致
し
ま
す
。

昼
食
は
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

「
レ
ス
ト
ラ
ン
け
や
き
の
杜
」

に
て
12
時
よ
り
（
日
替
わ
り
ラ

ン
チ
＋
ド
リ
ン
ク
）

午
後
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
は
青

年
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
「
エ
ッ

グ
ホ
ー
ル
」
13
時
〜
16
時
30
分

撮
影
は
35
㎜
リ
バ
ー
サ
ル
又

は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
。

リ
バ
ー
サ
ル
は
増
感
・
減
感
マ

ウ
ン
ト
指
定
不
可
。
デ
ジ
タ
ル

は
Ｊ
ｐ
ｅ
ｇ
フ
ァ
イ
ル
の
み
。

フ
ィ
ル
ム
セ
レ
ク
ト
用
ラ
イ
ト

ボ
ッ
ク
ス
、
ル
ー
ペ
、
マ
ウ
ン

ト
5
コ
マ
、
は
さ
み
等
は
用
意

し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
は
Ｐ
Ｃ
に

て
画
像
を
５
点
セ
レ
ク
ト
後
、

Ｐ
Ｃ
内
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

よ
り
映
写
講
評
致
し
ま
す

清
水
哲
朗
先
生
を
お
迎
え
し
て

平
成
２
４
年
度
第
２
回
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

５
月
31
日
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
5
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｂ
に
協

会
役
員
全
員
と
写
真
展
出
展
者
が

作
品
を
持
ち
込
み
、
幹
事
の
指
示

に
従
っ
て
手
分
け
し
て
作
品
を
展

示
。今

回
は
竹
内
名
誉
顧
問
、
椎
名

顧
問
を
含
め
、
５
５
名
の
会
員
が

出
展
、
全
倍
１
点
、
大
全
紙
２

点
、
全
紙
３
３
点
、
半
切
６
１
点

の
計
９
７
点
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
飾
り
付
け
を
心
掛
け
ま
し
た
。

6
月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
の
一

週
間
で
１
，
４
４
５
名
の
来
場
者

が
あ
り
、
「
見
ご
た
え
の
あ
る
自

然
風
景
の
美
し
い
作
品
を
見
ら
れ

た
」
と
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
ま
し
た
。

前
回
写
真
展
の
来
場
者
数
よ

り
１
０
０
名
ほ
ど
今
回
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
大
震
災
の

影
響
で
延
期
に
な
っ
た
各
写
真

ク
ラ
ブ
の
展
示
会
が
毎
週
の
よ

う
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
と
震

災
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

会
期
中
に
作
品
を
見
に
来
ら
れ

た
方
で
新
規
入
会
者
が
６
名
お

ら
れ
、
感
動
を
共
に
す
る
会
員

が
増
加
、
組
織
の
認
知
、
拡
大

に
も
繋
が
り
、
成
果
が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
度
第
2
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
趣
味
悠

々
」
講
座
で
人
気
の
清
水
哲
朗
先

生
を
講
師
に
お
願
い
し
て
企
画
し

ま
し
た
。

清
水
先
生
に
は
翌
日
実
施
い
た

し
ま
す
当
協
会
企
画
の
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
セ

ミ
ナ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と

し
て

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

東
北
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も
元
気
に

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
頂

く
上
で
も
是
非
会
員
皆
様
に
は
一

人
で
も
多
く
ご
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
今
般
は
新
規
会
員
拡
大
も

か
ね
て
多
く
の
方
に
ご
参
加
頂
き

た
く
、
会
員
以
外
に
も
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

日
時

11
月
30
日
（
金
）

ｐ
ｍ
1:

30
〜
ｐ
ｍ
４
：
30

場
所

青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階

エ
ッ
グ
ホ
ー
ル

（
地
下
鉄
旭
ヶ
丘
駅
隣
り
）

定
員

80
名

講
師

清
水

哲
朗

内
容

フ
ィ
ル
ム
と
デ
ジ
タ
ル

に
よ
る
風
景
写
真
・
ス
ラ
イ
ド

＆
ト
ー
ク

臨
時
会
費

会
員

１
，
０
０
０
円

一
般

１
，
５
０
０
円

（
当
日
入
会
申
込
者
は
会
員
扱

い
と
し
ま
す
）

申
込
み
先

エ
ー
ゼ
ッ
ト
・

フ
ォ
ト

（
協
会
事
務
局
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
２
２-

３
７
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
２
２-

３
７
６
６

清
水
哲
朗
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
７
５
年
神
奈
川
県
生
ま

れ
、
日
本
写
真
芸
術
専
門
学
校

卒
、
竹
内
敏
信
氏
に
３
年
間
師

事
後
フ
リ
ー
で
独
立
、
作
品
発

表
と
各
種
執
筆
活
動
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
趣
味
の
講
座
、
オ
リ

ン
パ
ス
デ
ジ
タ
ル
カ
レ
ッ
ジ
講

師
、
太
平
洋
写
真
学
校
教
授
等
を

歴
任
、
モ
ン
ゴ
ル
の
大
自
然
に
魅

せ
ら
れ
取
材
を
続
け
、
そ
の
作
品

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
十
八
話

写
真
の
こ
こ
ろ

以
前
（
一
六
号
）
に
、
青

森
県
〜
秋
田
県
に
ま
た
が
る

「
白
神
山
地
」
全
般
の
紹
介

を
能
代
の
小
松
さ
ん
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は

日
本
海
側
の
十
二
湖
に
限
っ

て
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
交
通
の
便
も
良
く
個
人

で
も
気
軽
に
行
け
ま
す
の
で

是
非
訪
ね
て
神
秘
的
な
色
彩

を
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
こ
ん
な
話
・
・
」
シ
リ
ー

ズ
は
丸
山
副
会
長
に
軽
妙
な

タ
ッ
チ
で
ご
執
筆
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
回
で
十
八
回
目

に
な
り
ま
す
。
振
り
返
る
と

写
真
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化

の
一
端
も
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
の

ナ
ン
バ
ー
を
省
略
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
（
第
十
八

話
）
か
ら
通
し
の
番
号
を
つ

け
る
こ
と
に
し
ま
す
。

編
集
後
記

山
岳
島

屋
久
島

秦

達
夫

写
真
集

写
真
の
奥
深
さ
や
表
現
力

は
、
簡
単
な
言
葉
で
は
言
い

表
せ
な
い
ぐ
ら
い
複
雑
で
あ

る
。
と
、
わ
か
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
書
い
た
ら
、
諸
先
輩

方
に
叱
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

私
は
写
真
を
撮
る
気
持
ち

を
、
い
つ
も
「
写
真
を
撮
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

写
真
の
被
写
体
に
も
そ
こ
に

存
在
す
る
意
味
が
当
然
あ
る

か
ら
で
す
。
自
然
の
中
の
い

と
な
み
や
淘
汰
は
人
間
の
力

が
到
底
及
ば
な
い
も
の
で
、

脈
脈
と
続
く
自
然
の
輪
廻
を

感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
、
自
然

に
逆
ら
う
よ
う
な
行
動
は
慎

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
然
を
美
し
く
撮
影
す
る
に

は
、
こ
こ
ろ
に
も
優
し
さ
や

慈
悲
深
さ
が
な
い
と
表
現
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
に

か
、
仏
教
思
想
の
教
科
書
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
（
笑
）
。

実
は
な
ぜ
今
回
こ
の
よ
う

な
話
を
書
い
た
か
と
い
う

と
、
過
日
私
と
し
て
は
長
い

写
真
生
活
の
中
で
過
去
に
一

回
し
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
験
の

な
い
「
Ｓ
Ｌ
撮
影
」
に
行
っ

た
時
の
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ

ん
写
真
撮
影
が
目
的
で
す
か

ら
、
適
切
な
カ
メ
ラ
や
レ
ン

ズ
、
そ
の
他
必
要
機
材
を
準

備
し
て
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
向

か
い
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の

方
に
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
撮
影

ポ
イ
ン
ト
や
マ
ナ
ー
を
お
聞

き
し
て
「
さ
あ
、
ど
こ
か

ら
で
も
、
い
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
待
ち
受
け
ま
し

た
。
さ
す
が
Ｓ
Ｌ
撮
影
に

慣
れ
た
方
々
が
、
望
遠
レ

ン
ズ
の
砲
列
を
走
っ
て
く

る
だ
ろ
う
軌
道
上
に
焦
点

を
合
せ
待
機
し
て
い
ま
し

た
。
通
過
時
刻
に
な
っ

て
、
遠
く
の
方
で
汽
笛
が

聞
こ
え
、
来
る
ぞ
と
緊
張

感
が
漂
い
ま
し
た
。

と
、
そ
の
時
近
く
の
カ

メ
ラ
マ
ン
か
ら
怒
号
が
聞

こ
え
ま
し
た
「
ど
け
よ
！

ジ
ャ
マ
だ
ろ
う
！
俺
は
ア

ン
タ
よ
り
先
に
来
て
い
た

ん
だ
よ
」
「
う
る
せ
ー
よ

！
ジ
ャ
マ
し
て
ね
ー
だ
ろ

！
」
と
小
競
り
合
い
の
前

兆
。
少
な
く
と
も
両
者
と

も
譲
り
合
う
気
持
ち
な
ど

さ
ら
さ
ら
無
い
と
い
う
勢

い
。
人
の
う
ち
の
田
ん
ぼ

の
畦
道
で
、
さ
も
自
分
の

領
地
の
よ
う
な
顔
を
し
て

自
分
の
正
当
性
を
主
張
し

よ
う
と
す
る
滑
稽
さ
。
な

ん
て
品
の
な
い
輩
か
写
真

撮
り
の
風
上
に
も
置
け
な

い
情
け
な
さ
。
こ
ん
な
こ

と
を
書
い
て
い
る
自
分
も

同
じ
場
所
で
同
類
と
見
ら

れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
あ
る
。

と
た
ん
に
私
は
Ｓ
Ｌ
を

撮
る
こ
と
に
萎
え
て
し
ま

い
、
撮
る
意
欲
を
消
滅
さ

せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

同
行
の
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
曰

十
二
湖

・
青

池

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
プ
レ
ミ
ア

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
記

佐
々
木

康
照

Photo
Books

く
、
こ
ん
な
光
景
は
日
常

茶
飯
事
で
す
。
大
な
り
小

な
り
い
つ
も
起
こ
り
ま

す
、
と
。

Ｓ
Ｌ
撮
影
は
何
時
間
も

前
か
ら
場
所
取
り
を
し

て
、
Ｓ
Ｌ
は
僅
か
一
分
弱

で
通
過
し
て
ゆ
き
ま
す
。

小
競
り
合
い
の
時
間
の
ほ

う
が
長
く
感
じ
た
の
は
、

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

「
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
」
と
い
う

「
こ
こ
ろ
」
を
も
っ
と
大

切
に
考
え
た
ら
、
被
写
体

も
喜
ぶ
は
ず
な
ん
だ
け
れ

ど
。

（
丸
山
慎
一
）

青 池

沸壺の池

鶏頭場の池

青
森
県
深
浦
町
の
十
二

湖
は
、
平
成
の
大
合
併
で

旧
岩
崎
村
が
深
浦
町
に
吸

収
合
併
さ
れ
た
経
緯
が
あ

り
、
「
十
二
湖
」
と
い
う

名
称
は
あ
く
ま
で
呼
び
名

で
、
存
在
す
る
湖
の
数

は
、
三
十
三
と
の
こ
と
。

世
界
自
然
遺
産
白
神
山

地
の
白
神
岳
な
ど
が
背
後

に
あ
り
、
最
も
日
本
海
に

迫
り
、
ブ
ナ
林
は
こ
れ
等

の
湖
沼
を
取
り
囲
み
、
あ

た
か
も
ブ
ナ
の
茂
み
の
中

の
湖
と
言
え
る
。

青

池

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
ひ
と
き
わ
輝
い
て
い
る

の
が
「
青
池
」
で
あ
る
。

地
元
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
と
、
「
こ
の
十
二
湖

に
た
た
え
る
水
は
す
べ
て

清
水
だ
が
、
青
池
の
水
は

「
群
青
色
」
に
透
き
通
っ

て
い
る
。
一
条
の
陽
光
が

差
し
込
む
と
一
段
と
鮮
や

か
さ
を
増
し
な
が
ら
、
あ

た
り
に
生
え
る
木
立
の
緑

を
幻
想
的
に
映
し
出
し
、

ま
る
で
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー

を
み
て
い
る
よ
う
な
美
し

さ
だ
」
と
説
明
し
て
い

る
。こ

の
「
群
青
色
」
を
辞

書
で
調
べ
て
み
る
と
、
「
鮮

や
か
な
藍
青
色
の
鉱
物
性
顔

料
で
そ
の
成
分
は
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
珪
酸
、
硫
黄
な

ど
か
ら
な
る
」

と
あ
っ

た
。
私
は
こ
ん
な
予
備
知
識

を
持
っ
て
、
こ
の
青
池
を
撮

っ
て
き
ま
し
た
。
撮
影
場
所

が
限
ら
れ
て
お
り
、
フ
レ
ミ

ン
グ
に
工
夫
が
ほ
し
い
。

周
囲
の
景
観

比
較
的
近
い
範
囲
に
多
く

の
湖
沼
が
点
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
風
景
を

示
し
て
い
る
。
森
林
浴
を
し

な
が
ら
い
く
つ
か
の
湖
沼
を

廻
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け

て
撮
影
す
れ
ば
良
い
。
例
え

ば
、
沸
壺
の
池
は
、
ひ
と

き
わ
透
明
な
エ
メ
ラ
ル
ド

で
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
で
あ

る
。車

道
に
沿
っ
た
王
池
は
東

湖
盆
と
西
湖
盆
の
二
つ
の
池

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い

る
。
鶏
頭
場
の
池
は
十
二
湖

中
で
最
も
大
き
く
、
う
っ

そ
う
と
茂
る
広
葉
樹
の
深
い

自
然
林
に
囲
ま
れ
、
紅
葉
も

見
事
で
あ
る
。

ア
ク
セ
ス

五
能
線
十
二
湖
駅
か
ら
弘
南

バ
ス
で
、
終
点
「
奥
十
二

湖
」
下
車
。
マ
イ
カ
ー
も
こ

こ
ま
で
入
る
こ
と
が
出
来
、

有
料
駐
車
場
も
あ
る
。

鶏
頭
場
の
池
に
沿
っ
て
平

坦
な
道
を
い
く
と
約
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
で
青
池
に
至
る
。

終
わ
り
に

自
然
の
四
季
の
移
ろ
い
は

美
し
い
。
し
か
し
こ
の
う
つ

ろ
い
は
、
足
早
で
出
会
い
の

と
き
か
ら
更
に
美
し
い
風
景

へ
と
変
わ
り
ゆ
く
。
ま
た
、

朝
夕
の
太
陽
の
輝
き
は
一
段

と
人
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
。
い

く
ら
追
い
掛
け
走
り
回
っ
て

も
追
い
つ
け
な
い
。
美
し
い

移
ろ
う
自
然
で
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
、
健
康
で
美
し
い
自

然
を
探
求
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
（
小
松
金
吾
）

3
月
の
は
じ
め
、
雑
誌

「
風
景
写
真
」
編
集
部

か
ら
、
仙
台
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加

を
勧
め
る
文
書
が
届
い

た
。
自
分
と
し
て
も
、

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
多
少
の
興
味
を
も

っ
て
い
た
も
の
の
、
ま

だ
先
の
話
だ
と
考
え
て

い
た
。
だ
が
、
「
本
格

的
な
写
真
集
を
作
る
足

が
か
り
に
・
・
・
」
と

い
う
文
句
で
気
持
ち
が

動
い
た
。
不
幸
に
し
て

い
つ
の
日
に
か
、
事
故

や
病
気
で
活
動
が
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
頑
張
っ
て
撮
り
溜
め

た
フ
ィ
ル
ム
や
プ
リ
ン
ト

も
未
整
理
の
ま
ま
で
は
た

だ
の
ご
み
扱
い
に
さ
れ
る

運
命
で
あ
ろ
う
。
少
し
で

も
作
品
集
と
し
て
残
せ
る

な
ら
、
幸
い
な
こ
と
だ
と

思
っ
た
。

仙
台
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
3
月
16
日
だ
か

ら
、
そ
れ
ま
で
「
自
分
で

選
ん
だ
２
Ｌ
プ
リ
ン
ト
を

一
〇
〇
枚
か
ら
二
〇
〇
枚

ほ
ど
用
意
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
。
母
親
の

介
護
で
忙
し
い
日
々
だ
っ

た
の
で
少
々
迷
い
も
あ
っ

た
が
、
思
い
切
っ
て
申
し

込
ん
で
み
た
。

当
日
は
、
6
人
の
参
加
者

に
「
風
景
写
真
」
の
石
川

編
集
長
も
加
わ
り
、
写
真
選

び
と
構
成
術
を
学
び
な
が
ら

一

冊
（

自
分
は
32
ペ

ー

ジ
）
の
作
品
集
を
ま
と
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
互
い
に

作
品
候
補
を
選
び
あ
っ
た

り
、
季
節
の
流
れ
に
沿
っ

て
2
Ｌ
プ
リ
ン
ト
を
並
べ
て

み
た
り
、

差
し
替
え
た

り
、
約
六
時
間
の
行
程
だ

っ
た
が
、
楽
し
く
瞬
く
間

の
時
間
で
あ
っ
た
。

選
び
終
え
た
２
Ｌ
プ
リ

ン
ト
を
白
地
の
ブ
ッ
ク
に

貼
り
付
け
て
一
冊
に
し
て

み
る
と
、
我
な
が
ら
ま
ず
ま

ず
の
作
品
集
ら
し
き
も
の
が

出
来
上
が
っ
た
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
工
程
を
経

て
終
了
と
な
り
、
参
加
者
全

員
が
各
自
の
「
作
品
集
候

補
」
を
抱
え
な
が
ら
、
ニ
コ

ニ
コ
顔
の
記
念
撮
影
と
な
っ

た
。実

際
に
取
り
組
ん
で
み
て

思
っ
た
の
は
、
写
真
集
を
め

ざ
す
な
ら
日
頃
か
ら
テ
ー
マ

を
意
識
し
た
撮
り
方
を
考

え
て
お
く
こ
と
、
大
き
い

風
景
だ
け
で
な
く
小
さ
な

カ
ッ
ト
も
撮
っ
て
お
く
と

ま
と
め
や
す
い
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
、
進
藤
さ
ん
、
渡

辺
（
善
）
さ
ん
も
参
加
さ

れ
て
い
た
の
で
心
強
い
思

い
で
あ
っ
た
が
、
「
案
ず

る
よ
り
産
む
が
易
し
」
と

や
ら
、
自
分
と
し
て
も
意

外
と
気
楽
に
や
れ
た
と
思

っ
て
い
る
。

私
は
、
せ
っ
か
く
ま
と

め
て
み
た
機
会
な
の
で
、

本
番
製
作
を
注
文
し
た
。
値

段
的
に
は
少
々
お
高
い

（
私
の
場
合
32
ペ
ー
ジ
も

の
5
冊

で

約
13
万

円

）

が
、
印
刷
も
の
と
は
違

い
、
印
画
紙
に
直
接
プ
リ

ン
ト
し
た
も
の
を
、
ラ
ミ

ネ
ー
ト
加
工
し
て
製
本
す

る
方
式
な
の
で
、
出
来
栄

え
は
と
て
も
良
い
と
感
じ

た
。
写
真
を
趣
味
と
し
て

「
生
き
た
証
」
を
残
す
と

思
え
ば
安
い
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
ま
い
こ
ん
で

い
る
フ
ィ
ル
ム
や
作
品
が

晴
れ
て
陽
の
目
を
見
る
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
も
一
度

挑
戦
し
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

当
協
会
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
や

太
平
洋
写
真
学
校
北
上
教
室
の

教
授
、
キ
ャ
ノ
ン
写
真
塾
講
師

等
で
人
気
の
高
い
、
秦
達
夫
氏

が
７
年
間
か
け
て
取
材
し
た
写

真
集
「
山
岳
島
・
屋
久
島
」
を

出
版
し
た
。
た
ん
な
る
風
景
写

真
や
観
光
案
内
的
な
写
真
集
で

は
な
く
、
南
海
の
孤
島
屋
久
島

の
成
り
立
ち
か
ら
独
特
の
厳
し

い
気
候
風
土
を
、
島
の
大
半
を

占
め
る
山
岳
地
帯
を
主
題
と
し

て
、
そ
の
表
情
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
表
現
し
て
い
る
。

南
の
島
で
は
想
像
も
で
き
な

い
厳
し
い
原
始
の
雪
氷
情
景
、

歴
史
を
刻
む
屋
久
杉
の
生
死
の

歴
史
等
、
見
る
人
を
圧
倒
す
る

迫
力
あ
る
画
面
か
ら
秦
氏
の
執

念
が
感
じ
と
れ
、
出
版
直
後
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

私
も
４
月
に
５
日
程
屋
久

島
を
取
材
し
ま
し
た
が
、
そ

の
経
験
か
ら
も
圧
倒
さ
れ
ま

す
。
記
事
の
中
に
は
地
元
の

方
々
と
の
温
か
い
交
流
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

秦
氏
は
自
動
車
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
か
ら
竹
内
敏
信
氏
に

師
事
、
独
立
し
て
フ
リ
ー
の

写
真
家
と
し
て
海
外
取
材
等

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
異

色
の
写
真
家
。
（
竹
内
正
）

（
株
）
日
本
写
真
企
画

三
五
〇
〇
円
（
税
込
）


